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1 今年度の『しき、るさと祭』は屋台と屋外ステージを設営

!真夏の日差しを受ける酷暑の中、町民みなさんのご理解
i また、開催には各種団体の多大なるご協力を頂きまし

み
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令和 5年 12月 14日

発行元 泉 台 公 民館

TEL57-3114

編集者 公民館文化部

し4年しきミリに飲食席を設け通常開催 しました。

・ ご協力、そして多数のご参加有り難うございます。

て心より感謝申し上げます。
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blと blとサロン b同 2日 (金 ) (白lがやと姉妹寸劇鑑賞)

朝ヨゴ (とらblにて。)0同 4日 (日 )(レ孫ィース)

自衛消防回猿能演習 b同 !8日 (日 )(物見山運動公回会場にて。)
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回こ‐■尋 硼

小型ポンヱ操法に於いて、昨年に引き続と敢闘賞を受賞しきした。

回員のレ白
LttA麿れ様でした。

みなとた、白I白1やと姉蛛てす f

インストラクターです r

体調管理を万全に r

健康第一です r
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ゲ巧ウンドゴfb7大会 b同
'3日

(日 ) (寺帯地区)
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組六ご碑叫Rtt b同 25日 (日 ) (壮年回Ⅲ案年会)

大量の自転車の山 f
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亨ン7積込 ′

0

参加者のレ白
しさん、占臓れ様でした r

年々増大する組大ごDIの対応に追いつ殉lげ、今
年膚lき中 !Ⅲ 中 2町会のD14R集しをした。
旅年度l渉西、南町会の組太ごD手をlX集しをサ。

町向の皆様のご理解こごみの減量化にご協角占
願いし参す f
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解体作業lき

重特働だぜ r
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公民館向外清掃 T同 9日 (日 ) (公民館)

車測BIマv七 ′

館向清掃中 ′

歩連の掃舶 ゴ

悪天候の中Ⅲ参加協殉頂とをしたスケッフの皆とん、 A臓れ様です。
おか!ギときで綺麗にすっとしIしきした。

こごも会レクレーション 7同
'2日

(日 )(こごも会)

l渉じめるよ～ ′

ゴミ袋に詰めてめてポイv「

網戸外してくれ～ ′

巧ジオ体操第一 ′
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rglる とこ祭 8同
'9日

(土 ) (公民館、各種団体)

うら′

洋1誕
.

4年ぶBIの開催を待ちわぴた力1の賑わいで六盛況とおιIをした。ご来場あとIがこうご
ぜいきした。開催にご協殉頂いたえ,v7のレ白

Lとんl蕃たとにお唐れ様でした。

敬 壱 会 9同 ,0日 (日 ) (町 会)

オザ,I′十演苓会 f

導

砲

朗 sコト呵卜… r

0"え てす r

柔
全
中

敬

班

全

受付です r
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馬R伝 大 会  '0同 3日 (日 ) (寺帯地区)

電

tt   泉台千中と3Ⅲ 頑張る哲
^～

r

書した。 沿道にl占多くの声援が送られラン十一達

を発気付l十をした f

Vフ トパレー大会 '0同 8日 (日 ) (寺帯地区)

~南
弔露可f毒再側I脅館Ettι lてf ib

千―ムが大会にエント
'′

―しきした。
白熱する大会の中、

泉台千―ムが見事事準l扇勝しをした r

占めでこうごぜいをす『

ご連絡A待ちし ′  十

聞会式です f

||

連絡先 :076卜57-3''4
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腑 策 訓 練 ‖ 同 5日 (日 )(白主睛策委員会・町会)

簡易担寒の作ιI有です r
避韓而に至u査―′F

睛策基礎学習会です f

文 化 祭 !,同 ,2日 (日 )(公 民館・町会)
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れlわいιlね r
野負姫降臨?r

うきい心～『
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ノ.表扶 e呑人式のお共ヒらせ

日付 :令和 6年 1月 7日 (日 )

時間 :午前 8時 30分～ 9日寺30分

場所 :泉台 コミュニテ ィーセ ンター

*志納料 として 100円 をお願 いします。

泉台コミュニティーセンター横の広場

～お願い～

だいだい、千 し柿、鈴、 プラスチ ック、ビ

ニール等は持込 まないようお願いします。

分別にご協力お願いします。

文
化
祭
も
無
事
終
了
。
町
の
行
事
も

一
段
落

と
安
堵
し
て
い
た
処
、
こ
こ
数
日
お
天
気
が
急

変
。
み
ぞ
れ
混
じ
り
の
雨
が
い
よ
い
よ
冬
の
到

来
を
感
じ
さ
せ
る
今
日
こ
の
頃
。

町
内
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

今
年
度
は
ふ
る
さ
と
祭
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

通
常
開
催
の
運
び
と
な
り
盛
大
に
開
催
で
き
た

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご

協
力
を
頂
い
た
町
内
会
役
員
及
び
各
種
団
体
の

皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、

町
内
の
皆
様
に
は
、
公
民
館
活
動

へ
の
ご
理
解
、

ご
参
加
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
度
公
民
館
報

「陥
６０
」
が
発
刊

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
寄
稿
に
快
く
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

斎火場所

編

集

後

記

夏の夜l渉怪譲話 ′?
′、イ。ポース′

「
夏
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
」

　

河
村
　
拓
真

◆
年
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
六
年
生
が
協

力
し
あ

っ
て
、
来
客
者
を
楽
し
ま
せ
、
ま
た
迷

惑
の
な
い
よ
う
接
客
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
遊
び
な
ど
は
保
護
者
の
方
が
き

か
く
し
て
く
れ
て
、
感
謝
の
気
持
ち
も
こ
め
て
、

全
力
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
本
当
に
最

高
な
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な

っ
た
と
思
い
ま

す
。僕

達
み
た
い
に

一
人

一
人
が
楽
し
ま
せ
ら
れ

る
活
動
を
来
年
も
行
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

「
夏
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
」
　

松
雪
　
柚
樹

私
は
、
泉
合
町
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
い
ろ

い
ろ
な
事
を
し
て
、
ど
れ
も
と
て
も
お
も
し
ろ

か

っ
た
し
、
体
も
た
く
さ
ん
動
か
し
て
楽
し

か

っ
た
で
す
。
と
く
に
し

っ
ぽ
と
り
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。

同
学
年
で
女
子
と
男
子
も
分
か
れ
て
い
る
か

ら
平
等
で
同
じ
く
ら
い
の
強
さ
で
た
く
さ
ん
動

い
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

６
年
生
と
保
護
者
で
カ
レ
ー
を
つ
く
っ
て
み

ん
な
で
食
べ
て
、
作
る
こ
と
も
楽
し
か

っ
た
し
、

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。


